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研究成果の概要（和文）：本研究では、直感的な操作による多様な情報の閲覧が可能な展示支援

システムの開発を行う。展示支援システムの開発プロセスが博物館の学芸員とって、また体験

型展示システムが博物館の来館者にとって、有効であるかを明らかにすることである。実証結

果によるとシステムの面では、来館者の正確な室内位置情報を取得するシステムの安定化が求

められることがわかった。それは個人向けのコンテンツを提供するための先決課題でもある。

そして、コンテンツの面では、音声解説のほかに写真や映像、3DCG コンテンツに至るコンテン

ツの構成は来館者に好まれ、興味を持続させるための手がかりとなることが確認できた。特に、

展示物のデジタルアーカイブ化による 3DCG コンテンツの活用は、新しい展示体験ができること

がわかった。 

 

研究成果の概要（英文）：This research focuses on the development of the exhibit support 
systems, which enable viewing a variety of information by an intuitive operation and 
elucidates the process of developing the exhibit support systems is effective for museum 
curators and as well as the interactive exhibition system for visitors at the museums. 
According to the results of the experiments, in terms of the system, it was discovered 
that stabilizing the system to obtain accurate information from the visitors’ position 
is needed. This should be identified as the highest priority task to be developed before 
providing personalized content. In terms of content development, it was confirmed that 
3D content consisting of audio commentary, photos and images draws, as well as retains, 
visitors' interests. In particular, the 3D content of digitally archived exhibits was 
found to offer richer, more satisfactory viewing experiences to visitors. 
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１．研究開始当初の背景 

 国内の施設ミュージアムでは、地域との連
携を積極的に図り、教育や文化・芸術におけ
る醸成に務めるなど、そのあり方を模索する
さまざまな取組みがなされている。また来館
者数の増加と効果的な展示企画を図るには、
ミュージアムと来館者との有効な関係を築
くことが前提にあり、近年では、館内の展示
が効果的に行なわれているかを測る「展示評
価」という概念が用いられる事例が増えてい
る。ただし、日本を含むアジア諸国の博物館
では欧米等に比べ、実践的な来館者支援や展
示評価に関する実績が乏しく、既存の展示評
価の一手法として、主にアンケートによる質
問調査、ヒアリングなどが行われている。し
かし、これら定性的評価手法は、調査にあた
る実施者側の主観介入を防げられない点が
多く、より客観的で定量的な調査方法が求め
られている。さらに、これら定量的評価によ
り得られたさまざまなデータを用いて、来館
者それぞれの趣味・趣向に併せた One to One
で柔軟な展示企画を提案する仕組みが必要
とされている。 

 

２．研究の目的 

 本研究は次世代型博物館に向けたインタ
ラクティブな自動誘導機能が付加された展
示解説コンテンツと、その展示を効率的に評
価できる展示評価支援システムの開発を目
標とした。 

これまで、上記の現状を踏まえ、「来館者

が望むコンテンツとは何か」「展示企画者と

来館者にとって満足度の高い有効な展示の

あり方とは何か」について調査研究を重ねて

きた。具体的には、九州国立博物館を訪れる

来館者を対象に、赤外線受信機を内蔵した音

声解説機器による閲覧行動の評価と既存の

音声解説を対話型解説コンテンツへと発展

させた次世代コンテンツの実験を実施して

きた。 
 本研究では、これまで行ってきたミュージ
アム来館者の行動評価と対話型コンテンツ
開発のノウハウや、国内外のデジタルコンテ
ンツにおける活用の実践調査を踏まえ、年齢
や訪問目的など来館者それぞれの状況に合
わせた最適な閲覧ルートのプラン設計が自
動的に行なわれ、展示場内において来館者が
一部に滞留しない効率的なルートデザイン
が自動的に瞬時に組まれる、来館者や展示企
画者それぞれに優しいシステム”パーソナ
ル・ミュージアム・コンシェルジュ”の開発
と実証実験を行うことを目的とした。 

 

３．研究の方法 

 本研究で開発する“パーソナル・ミュージ
アム・コンシェルジュ”は、次の工程を経て
完成される。 

(1)国内外の先進事例調査と開発システムの

基本設計と詳細設計 

 国内外の先進事例における調査・研究とそ

れらについての問題点や課題の抽出を行い、

基本設計のための基礎データとする。また、

詳細設計においては、これまでの九州国立博

物館との共同研究で得られた諸データや博

物館側の要請する用件定義を行い、より実用

的な設計を行った。 

(2)来館者誘導システム（閲覧ルート自動設

計機能含む）と携帯型展示解説モジュール開

発 
 過去のログデータの蓄積により、最適なル
ート設計をシステム側で行い、来館者は閲覧
の途中であっても、提案を受けたルートを選
択しながら、効率的に館内を閲覧して廻るこ
とが出来るようデータベースとその基礎デ
ータから組まれるロジックの設計・開発を行
った。 

(3)WEB サービス・閲覧行動評価システム開発 

 教育普及活動推進に向けての博物館と学
校教育現場又は地域との連携により、生徒や
一般の来館者の文化や芸術に関する興味や
探求心を高めることを目指した。 
(4)九州国立博物館内における実証実験とそ
の評価考察 
 開発したモジュールを用いて、九州国立博
物館における実証実験を行った（図１）。そ
こで得られたデータをもとに、より実用的な
システムを構築するための基礎データとす
る。 

図１ 実験イメージ 

 
４．研究成果 
(1)2009 年度 
 国内外の先進事例における調査・研究とそ
れらについての問題点や課題の抽出を行い、
基本設計と詳細設計を行った。 
1)国内外における先進事例の調査・研究 
携帯型展示解説や閲覧補助システムを導入



 

 

している国内外の施設へ足を運び、担当者イ
ンタビューや稼動システムについて取材を
行い、調査内容を詳細に分析した。 
2)九州国立博物館との共同研究における諸
データの分析を行い、以下のようなプロトタ
イプの設計と提案を行った。 
①来館者行動分析による GUI 基板の展示評価
システムの提案 
②ユーザの状況や興味を反映した個別閲覧
ルートの自動構成手法の開発 
③ユーザに行動鑑賞を促すガイドコンテン
ツの配信（来館者の状況に応じたコンテンツ
の切り替えをユーザ自身で行えるサポート） 
④能動的鑑賞を促す博物館ガイドインタフ
ェース（キーワードチェックを基本とする能
動的学習・鑑賞方法の提案） 
⑤能動的な博物館学習を促す子供向けコン
テンツの設計（学校単位・家族単位で連れて
こられがちな子供が、自ら進んで足を運びた
くなるようなコンテンツ） 
⑥創造的な学習を支援するコンテンツの設
計（歴史像を想像するという学問として歴史
の面白さを体験してもらうためのコンテン
ツ） 
(2)2010 年度 
 九州国立博物館において次のプロトタイ
プの開発と実証実験を行った。 
①子供用コンテンツ作成：展示物を観察する
ことで情報を取り出し、与えられたテーマに
ついて自分の考えをまとめ、それを絵や文章
で表現するという、子供向けのお絵かきコン
テンツとゲーム的な要素を取り入れたイン
タラクティブコンテンツを制作した（図 2）。 
 

図 2 タブレット端末による解説コンテンツ例 

 

②閲覧コンテンツの開発：九州国立博物館の
大型の有形文化財である「多宝千仏石幢」の
デジタルアーカイブ化から、3D モデルデータ
を活用したガイドコンテンツの制作までを
検証した。デジタルアーカイブの利活用とし
て携帯端末用の展示解説コンテンツの制作
を行い、従来までの一方的な情報ではなく、
直感的な操作による多様な情報提供を可能

とした（図 3）。 

図 3 3D モデルデータの活用 

 
③来館者行動履歴等の情報収集システムの
構築：時間や位置等の客観的なデータを効率
的に収集し、評価、提示を一貫して行うシス
テムの構築を行なった。来館者には館内を移
動する際に携帯端末を持ち運んでもらい、来
館者の行動履歴等のデータを自動で収集し
た。データの収集は来館者に意識させること
なく行い、来館者の観覧終了後にサーバーに
保存し、保存されたデータから分析・評価を
行った。評価結果は、視覚的に整理した情報
として提示することで、学芸員が直感的にデ
ータの傾向を認識できるようにした（図 4）。
本システムは、学芸員が展示方法を決める一
つの指標として利用してもらうことを目標
にした。 

図 4 滞在時間に関する視覚化イメージ 

 
(3)2011 年度 
 九州国立博物館において WEB サービス・閲
覧行動評価システムの開発を行った。 
 本研究では子どもが特に興味を示しやす
い「体験学習」に着目した。自宅でも体験可
能な事前学習コンテンツを提案することで、
博物館への興味や関心を喚起させることを
目的している。また、WEB コンテンツを利用
した事前学習・博物館での調べ学習・まとめ
を行う事後学習という三つのプロセスに一
貫性を持たせた授業を行うことで、学習効果
が得られるかを検証した。 
博物館に来館する機会の少ない子供たち



 

 

が自宅や学校で、デジタルコンテンツを利用
した体験学習を行う。そうすることで、博物
館へ興味を持つきっかけとなるのではない
かという仮説の元、事前学習コンテンツの提
案と学習プログラムの開発を行った。 
 実証実験とそこで得られたアンケート結
果から、デジタルコンテンツは子供が抵抗を
抱かずに、博物館に触れるきっかけとなるこ
とが明らかとなったといえる。また、WEB 上
での来館体験を行うことで、さらに興味を喚
起させることが可能となり、子供たちは自主
的に学ぼうという姿勢を示していた。事前学
習で見たり、調べたりしたという体験が来館
した際の行動にもつながったと考えられる。
本研究で提案した事前学習コンテンツおよ
び授業カリキュラムは、今後学校や自宅など
様々な場所や場面での活用が見込める。 
(4)2012 年度 
 九州国立博物館において子供向け携帯型
展示解説システムを用いて実証実験を行っ
た。子供の博物館離れという問題の解決策と
して、子供の博物館鑑賞を充実するためのひ
とつのアプローチを提案することを目的と
した。そのために、子供に博物館鑑賞を楽し
んでもらうことに重点を置き、コンテンツの
設計を行った。また、子供の個人入館者のほ
とんどは保護者と一緒であるということを
踏まえ、親子で鑑賞できるコンテンツを設計
し、実証実験を通じてその有用性を検証した。 
 実験は、博物館を回り様々な展示品に触れ
るという行為を促す内容のガイドコンテン
ツを取り入れたタブレット端末を用いて、小
学生以下の家族連れ、55 組を対象に行った。
端末上で展示品にまつわるクイズやゲーム
などの課題を与え、子供は鑑賞を通じてそれ
らをクリアしていくものである。親は子供と
一緒に鑑賞しながら、課題のヒントや、タブ
レット端末上に示された展示品についての
解説をしていくものである。 

実証実験の際、自動ログ集計システムの集
計結果から、ガイドシステムを使った鑑賞平
均時間は 45 分で、傾向として男子よりも女
子の鑑賞時間が長く、解説をしっかりと聞く
ことが確認できた。また、得られたとアンケ
ート結果から、子供を中心にして、親子で博
物館を楽しむ際のひとつのモデルとして提
示することができたと考えられる。結果、本
研究で提案したインタラクティブ展示解説
コンテンツと展示評価システムは、歴史系博
物館で活用が見込めるものとなった。 
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